
青森県文化財保護協会出版物(みちのく双書)在庫頒布案内

お申し込みはFAX( 0175－ － )でお願いいたします。送料実費64 2497
お問い合わせは青森県文化財保護協会事務局 鈴木幹人 携帯 090－ － まで4631 8327

の要約は別個以下に示す。双書 津軽史(著者永沢得右衛門)の概要。各巻

年代 弘前藩草創期 幕末まで1 ~
内容 明治 年 大正 年までの 年間、津軽史編さんに取り組み、１巻 頁に編集2 40 ~ 7 11 300~400

し 巻の資料集とした津軽大百科辞典といわれている。研究者に必読の書である。193

双 書

内 容

実費送料永沢得右衛門著者津軽史第 巻10双書名55昭発 行 年

年代 弘前藩三代信義、四代信政時代1
内容 賀田塩硝蔵、領内検地、新田開発 刑事罰 知行没収・追放 等の資料2 157 158 159

ママ
双 書

内 容

実費送料永沢得右衛門著者津軽史第 巻12双書名57昭発 行 年

年代 弘前藩三代信義、四代信政時代1
内容 赤根沢赤赫土、菜園、熊の胆、アヘン2 162

寒沢、尾太銀山、枯木平御牧場 等の資料。163

双 書

内 容

実費送料永沢得右衛門著者津軽史第 巻13双書名58昭発 行 年

年代 寛文 年( ) 元禄 年( )まで1 10 1670 ~ 12 1699
内容 鷹に関する歴史的資料がこまかに書かれている。鷹を通して幕府と弘前藩とのつながりの2

解明にも役立つ資料である。

双 書

内 容

実費送料永沢得右衛門著者津軽史第 巻14双書名59昭発 行 年

年代 四代信政時代1
内容 南部藩の史料 四代信政在府中の動向と取り巻き2 166 167

四代信政を取り巻く 人 四代信政を取り巻く 人 等の興味深い資料。168 78 169 51

双 書

内 容

送料永沢得右衛門著者津軽史第 巻15双書名60昭発 行 年

年代 四代信政時代1
内容 隣国佐竹藩及び大館城代との交渉記録等の資料である。2 171

双 書

内 容

実費送料永沢得右衛門著者津軽史第 巻16双書名61昭発 行 年

年代 四代信政時代1
内容 まで四代信政と関係ある藩外の人物名簿でこの で終りとなっている。2 172 167~172 172

神学承伝記、視吾堂先生行状、視吾堂和歌集をまとめ収録している。173

双 書

内 容

実費送料永沢得右衛門著者津軽史第 巻19双書名平 元発 行 年

年代 四代信政時代1
内容 弘前藩の旧記録書からそれぞれの分野に従って、重きをなした人物や著名な書2 179~180

籍を取り上げまとめた資料である。

双 書

内 容
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実費送料永沢得右衛門著者津軽史第 巻20双書名2平発 行 年

年代 文政 年( ) 文政 年( )まで1 4 1821 ~ 13 1830
内容 南部盛岡藩、下斗米秀之進(相馬大作)が弘前藩九代大守寧親公を要撃せんとして未遂に終2

った事件。幕末に日本国中のトップニュースとなった事件の資料集である。

双 書

内 容

実費送料奈良出正貞征(永)

(萬) 盛 直慶

著者永宝日記・萬覚帳双書名58昭発 行 年

年代 (永) 文化元年( ) 文久 年( ) (萬) 慶応元年( ) 慶応 年( )1 1804 ~ 3 1863 1865 ~ 4 1868
内容 (永宝日記) 種里八幡宮奈良英三氏蔵の日記で、 年間の記録。特に天候についての詳し2 60

い記事が目立つ。

(萬覚帳) 幕末動乱期の風聞が入念に記載され、地方の状況がわかる資料である。

双 書

内 容

実費送料遠山庄太夫(屯 たむろ)著 者八戸藩遠山日記(続)双書名3平発 行 年

年代 天保 年( ) 天保 年( )1 6 1835 ~ 11 1840
内容 天保 年、飢饉が深刻化した八戸藩の様子。このような中で藩の中枢的地位にあり、藩財2 7

政の立て直しに取り組んでいる。中でも御調役所勤務時の記録は八戸藩の経済政策を知

るうえで貴重である。

双 書

内 容

年代 文化元年( ) 明治 年( )1 1804 ~ 4 1871
内容 朧月集全八巻から抜粋したもの。弘前藩家中の公的生活を規制する規律集で武士の生活を2

解明するために役立つ資料である。

双 書

内 容

南部藩 馬別当御用留( 集 集の要約は別個以下に示す。双書 御野 著者一戸五右衛門)の概要。2 ~4

年代 明和元年( ) 宝暦 年( )1 1764 ~ 7 1757
南部藩 馬別当の職にあった 年間の牧場に関しての事象を書き留めした控帳である。別当職は2 内容 野 16

九牧場を管理する重要職であった。 資料である。藩直営の 南部藩馬産史研究に欠かせない

双 書

内 容

実費送料一戸五右衛門著者南部藩 御野馬別当御用留 集2双書名8平発 行 年

年代 宝暦 年( ) 宝暦 年( )1 10 1760 ~ 13 1763
内容 九牧場の馬は一頭たりとも粗雑な扱いをされることなく管理された。本書では馬医中嶋2

政右衛門の苦労の記録が目立つ。

双 書

内 容

実費送料一戸五右衛門著者南部藩 御野馬別当御用留 集3双書名9平発 行 年

年代 宝暦 年( ) 宝暦 年( )1 8 1758 ~ 9 1759
野馬別当の果たす役職は2 内容 九牧場の経営は米作に大きくかかわっていた。少ない財源の中での

五右衛門の真摯な人柄をかいま見る資料である。職務を超えた苦労があった。筆者

双 書

内 容

実費送料一戸五右衛門著者南部藩 御野馬別当御用留 集4双書名10平発 行 年

年代 宝暦 年( ) 宝暦 年( )1 5 1755 ~ 7 1757
内容 各牧の規模、馬数、母馬の改良、 狼害対策としての鉄2 野馬逃亡の防止、死馬の処理、その他

砲、毒薬使用等についての多くの資料が仔細に記されている。

双 書

内 容

実費送料三上定右衛門著者朧 月 集双書名12平発 行 年
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年代 天保 年( ) 安政 年( )1 9 1838 ~ 7 1860
2 10,11,12,13 9 7内容 遠山屯の御調御用頭書 天保 年の四年間の記録 船手御用留 天保 嘉永。 、

年安政 年までの記録である(八戸市博物館、東北大学附属図書館蔵)。7

双 書

内 容

実費送料盛田 稔編者津軽家文書抄国立史料館蔵双書名13平発 行 年

年代 永享 年( ) 正徳 年( )1 6 1434 ~ 4 1714
内容 津軽家発祥の解明書。秀吉、家康等の口宣案、位記、宣旨・官物等の目録・近衛家書状等2

を見て学べる資料。

双 書

内 容

本藩明實録・本藩事實集( の要約は別個以下に示す。双書 著者山形宇兵衛)の概要。上・中・下

年代 永禄元年( ) 天保 年( )1 1558 ~ 15 1844
2 150 ~ 15内容 弘前藩九代藩主寧親に仕え 石郡奉行・足軽頭であった著者が 元禄元年から 天保、 、

年までを 巻にまとめ「録」と「 」に分けて編さんした貴重な資料である。18 集

双 書

内 容

実費送料山形宇兵衛著者本藩明實録・本藩事實集 上双書名14平発 行 年

年代 永禄元年( ) 寛保 年( )1 1558 ~ 4 1744
内容 初代為信の領地確保への執念、二代信枚の経営力、キリシタン、公儀、科人の流刑地とし2

ての津軽家の対応の記録。

双 書

内 容

実費送料山形宇兵衛著者本藩明實録・本藩事實集 中双書名15平発 行 年

年代 寛延元年( ) 寛政 年( )1 1748 ~ 5 1793
内容 天明の大飢饉、明和の大地震、革新的な経済政策であった標符発行等々の資料。2

双 書

内 容

実費送料山形宇兵衛著者本藩明實録・本藩事實集 下双書名16平発 行 年

年代 文化 年( ) 天保 年( )1 6 1809 ~ 15 1844
内容 蝦夷地警固の功績を買われ 万石となり、九代寧親従四位下(四品)となる。天保の大飢2 10

饉、北方警備の出費等々の記録。

双 書

内 容

の要約は別個以下に示す。双書 八戸藩の海運資料(編者遠山屯・石橋徳右衛門)の概要。上・中・下

年代 文政 年( ) 天保 年( )まで1 10 1827 ~ 9 1838
内容 御産物御用控(遠山屯)、船手御用留 番(石橋徳右衛門)の記録である。そのほか2 6,7,10,11

船手御用留は もあるが、船手支配人をつとめた御用商人から見た八戸藩の動向がわ12,14
かる海運史研究に欠かせない資料である。

双 書

内 容

実費送料遠山屯・石橋徳右衛門編者八戸藩の海運資料 上双書名17平発 行 年

年代 文政 年( ) 天保 年( )まで1 10 1827 ~ 10 1839
内容 遠山屯が天保時代に産物取締りの任に当たった時の記録と幕末期に八戸藩の船手支配人を2

つとめた西町屋石橋徳右衛門の資料である。

双 書

内 容

実費送料遠山屯・石橋徳右衛門編者八戸藩の海運資料 中双書名18平発 行 年
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実費送料遠山屯・石橋徳右衛門編者八戸藩の海運資料 下双書名19平発 行 年

年代 安政 年( ) 慶応 年( )1 7 1860 ~ 2 1866
内容 前半は船手御用留(安政 年) 番と船手並に諸御用(文久 年、慶応 年)の三冊(東北大2 7 14 2 2

学附属図書館蔵)。後半は船宿用留(文久 年、慶応 年)の収録である。これで西町屋文2 2
書海運資料は完結である。

双 書

内 容

年代 文政 年( ) 月 文政 年( ) 月1 12 1829 11 ~ 13 1830 7
内容・野辺地～花巻を記した「 文政十二年道中記」2

・江戸～名古屋～伊勢～大津～京都を記した「文政十二年東海道道中記」

・京都～高田～善光寺～新潟～刈和野～盛岡を記した「文政二年卯五月北国道道中記」

・七戸～日光～江戸～東海道経由～伊勢～京都～北国街道経由善光寺～陸羽浜街道経由～

弘前までの宿と宿泊費用等を記した「道中宿の書上げ」を収録。

江戸後期の旅を知る好著。

双 書

内 容

実費送料野坂忠蔵著者旅日記関係資料 下双書名23平発 行 年

年代 文政 年( ) 月吉日 文政 年( ) 月 日1 13 1830 3 ~ 13 1830 6 19
内容 京都三条麩屋町松屋清左衛門に逗留中丁度お蔭げ参りの年であることを知り、伊勢詣でを2

することにきめ、再度その地に赴く。その様子がおもしろい。

双 書

内 容

実費送料野坂忠蔵著者旅日記関係資料 上双書名23平発 行 年

年代 文政 年( ) 月 文政 年( ) 月 日1 12 1829 11 ~ 13 1830 6 19
内容 野辺地町野坂家の分家四代忠蔵以下 名の上方関係者への挨拶兼見物旅行記録で、全四巻2 4

からなっている。とくに、お蔭げ参りは楽しい。

双 書

内 容

。双書 旅日記関係資料( 野辺地町野坂忠尚家所蔵文書) 著者 野坂忠蔵の概要 上。 の要約は別個以下に示す

年代 弘化元年( ) 明治 年( )1 1844 ~ 4 1871
内容 七戸代官所管内取扱い御用銅・御大豆等の附下げ及び公儀御用雇人割当簿等々、農民の生2

の記録である。

双 書

内 容

実費送料東北町教育委員会編者上北町史資料集 下双書名22平発 行 年

年代 天保 年( ) 天保 年( )1 2 1831 ~ 4 1833
内容 本書は天保 年に書かれた瀬川家文書「御用萬覚帳」が中心である。各村々の肝入を束ね2 4

る大肝入の仕事振りと農民の動向が詳しく書かれている。

双 書

内 容

実費送料東北町教育委員会編者上北町史資料集 中双書名21平発 行 年

年代 元禄元年( ) 文政 年( )1 1688 ~ 6 1823
内容 七戸代官所管内取扱い田畑売渡・金銭借用・分地等々の手形と年代ごとの御年貢収納帳が2

集大成されている。

双 書

内 容

実費送料東北町教育委員会編者上北町史資料集 上双書名20平発 行 年

年代 元禄元年( ) 明治改元( )1 1688 ~ 1868
内容 南部地方農民生活の実態を明かにした、郷土史研究家の必携の資料である。2

双 書

内 容

の要約は別個以下に示す。双書 上北町史資料集(編者東北町教育委員会)の概要。上・中・下
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実費送料盛田稔・鈴木幹人著者「滝屋文書」書状関係資料

集

双書名24平発 行 年

年代 藩政期1
内容 藩政期、青森の廻船問屋「瀧屋家」に残る文書である 「滝屋文書」の商用書状の中から2 。

収録。これらの文書には、加賀の商人小餅屋からの分散金の取り扱いをめぐる商人同士

の論争や、全国から商品を仕入れている状況、あるいは藩政期青森の一般行政（町奉行

からの通達など ・庶民の暮らし（貯米代や養内銭納入状況等）などが記されている。）

双 書

内 容

実費送料

盛田稔・鈴木幹人著者「滝屋文書」書状関係資料

集

続一

双書名25平発 行 年

年代 藩政期1
内容 「滝屋文書」には、上方・西国へ旅行中の瀧屋家当主善五郎と青森店を預かる番頭とのや2

りとりが事細かに記された書状が数通あり、当時の滝屋と取引のあった西国商人たちの

名前や、全国から商品を仕入れている状況を知ることができる。また、藩政期、青森か

ら蝦夷地へ渡海する幕府役人の運賃取り扱い等について、青森奉行から問屋への通達も

見受けられ、青森の海運状況を知るよい資料である。

双 書

内 容

実費送料

盛田稔・鈴木幹人著者「滝屋文書」書状関係資料

集 続二

双書名26平発 行 年

年代 藩政期1
内容 文書内容の多くは、商売取引に関するもので、その中で鉄取引に関する書状が大半を占2

。 。めている 他領からの物品購入の煩わしさや様々なトラブルについて知ることができる

鉄購入に関わった八戸鉄会所の商人や、運送に携わった野辺地商人、滝屋と弘前の商人

を仲介した青森商人など、様々な人々が登場して、ドラマを見るような臨場感溢れる書

状が満載されている。その他、青森湊口船改や、役人への進物に関する書状など江戸時

代の輸送関係についての良い資料である。

双 書

内 容

年代 慶安元年（ ）～宝暦 （ ）1 1648 10 1760
内容 青森県大鰐町長峰に現存する原子家には、藩政時代の歴代当主が、目付・町奉行・江戸2

藩邸詰等として勤務する過程で記録した多数の文書が残されている。

「原子家文書 上」では、初代から七代・新五左衛門までの記録を解読・紹介している。

内容は、知行目録や親類書もあるが、職務に関する個人用記録が中心となっている。具

体的には、服忌・作事・廻船・駒寄・末期養子・城内での勤務・正月御規式などが含ま

れている。一部には、津軽での宝暦改革の内情をうかがうことのできる内容も含まれて

いる。

双 書

内 容

実費送料

波良湖会

代表 原子 慧

今岡洋子

笠井哲哉

白浜智子

故 森 忠夫

著

者

原子家文書 上双書名27平発 行 年
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※ 送料は個人負担とする

実費送 料

波良湖会

代表 原子 慧

今岡洋子

笠井哲哉

白浜智子

故 森 忠夫

著者原子家文書 下双書名8平 2発 行 年

年代 慶安元年（ ）～宝暦 （ ）1 1648 10 1760
内容 青森県大鰐町長峰に現存する原子家には、藩政時代の歴代当主が、目付・町奉行・江2

戸藩邸詰等として勤務する過程で記録した多数の文書が残されている。

「原子家文書 下」では、八代から十二代勘吾までの記録を解読・紹介している。

内容は 「領内人口 「青森・鰺ヶ沢出来 「御返済高 「米の勘定」など藩政の基、 」、 」、 」」、

礎に関わる具体的数字の記載や、安政大地震の被害、異国船接近、漂流関係書付写等幕

末の状況や箱館戦争に至る経過等も詳細に記される。また、産婦人御用掛として記録な

どこれまでの類例の少ない分野における貴重な資料も見られる。

双 書

内 容

発 行 年 29平 双書名 西町屋覺日記（上） 著者 石橋徳右衛門 送 料 実費

双 書

内 容

年代 寛延 年（ ）～宝暦 （ ）1 3 1750 6 1756
内容 酒直段の事、味噌・醤油生活用品の取扱、皆無凶作への対応、捨て子の対応、盛岡御使2

者の扱い、お寺普請の寄進、恵比寿講、生活訓、火事による被災者への贈り物等々その

内容は多方面にわたり興味深い。

年代 享和元年（ ）～文化 （ ）1 1801 12 1815
内容 文蔵が西町屋跡式を踏襲した経過、酒売買開始の様子及び手続き、恵比寿講や酒箒に関2

する記事八戸藩内の災害や様々な行事、巡見使一行の宿泊記事など江戸後期の政情を垣間見るこ

との出来る貴重な資料である 、。

双 書

内 容

発 行 年 31平 双書名 西町屋覺日記（下） 著者 石橋徳右衛門 送料
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